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県内初！市民向け健康アプリ

「みんチャレ（＝みんなでチャレンジ）」始めました！

楽しみながら継続的に健康づくりに取り組めるよう、市が健康アプリ「みんチャレ」

を導入しました。そのアプリの使い方を楽しく学ぶ「健康になるスマホ教室」を人権

センターで開催しました。（関連記事、裏表紙） 

※　市ホームページ「フォト おおだ」で当日の様子を紹介しています。
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◆自然豊かな北三瓶で育まれる「生きる力」
　山村留学センターで過ごす学園生は、大田市、そし
て北三瓶地域だからこそできる貴重な体験を、地域の
皆さんに温かく見守られて、日々積み重ねています。
　四季折々の山・川・海での自然体験をはじめ、農業・
酪農・漁業の体験のほか、神楽や和太鼓など地域の伝
統芸能にも触れ、人とのつながりの中で自然への感謝
を学び、大きく成長しています。

◆地域の皆さん、農家の父さん母さんへ、心からの感謝
　子どもたちが安心して充実した毎日を送ることがで
きるのは、地域の皆さん、受け入れ農家の父さん母さ
ん、学校の先生や友達、そして山村留学に関わってく
ださるすべての皆さんのおかげです。
　いつも温かく見守り、時には厳しく、そして愛情深
く子どもたちを支えてくださっていることに、保護者
一同、心より感謝しています。

◆ぜひ「収穫祭」にお越しください！
　子どもたちは、北三瓶の大地でお米や野菜を育てて
きました。大自然の恵みへの感謝、支えてくださる地
域の皆さんへの感謝を込めて「収穫祭」を開催します。
　11月14日㈯には、子どもたちによる体験活動発表や
和太鼓演奏をおこないます。翌15日㈰は、保護者や地域
の皆さんによる模擬店やビンゴ大会など、趣向を凝ら
した催しを準備しています。
　山村留学をご存じのかたはもちろん「山村留学セン
ターってどんなところ？」と興味をお持ちのかたに
とっても、北三瓶を中心とした大田市の魅力を知って
いただける機会だと思います。
　皆さんのお越しを、子どもたち・保護者一同、心よ
りお待ちしております。
　子どもたちの笑顔と成長を、ぜひ会場でご覧ください。

◆今だからこそ山村留学で学べること
　インターネットやスマートフォン、ＳＮＳ、ＡＩなど
が身近になり、知りたい情報は瞬時に手に入る時代に
なりました。その一方で、多くの情報の中から「何が
正しいのか」を自分で判断する力がこれまで以上に求
められています。
　山村留学では、便利さだけでは得られない学びが
あります。思うようにいかない経験や、仲間と協力し
ながら試行錯誤する時間、地域の人との温かな交流を
通して、苦労して得る達成感、人とのつながりの大切
さ、感謝する心を育んでいます。
　子どもたちが山村留学を通して身につけている「生
きる力」は、これからの時代を歩んでいくうえで何よ
りの財産になると感じます。

受け入れ農家の皆さんはいつでも心強い味方！

問山村留学センター（☎0854‐86‐0700）

活動中の山村留学生

11月14日㈯～15日㈰／山村留学センター

「収穫祭」のご案内

集団生活で仲間の大切
さを学びます

※　第23期長期山村留学生の保護者から、地
　域の皆さんへの感謝と収穫祭のご案内です
※　第23期長期山村留学生の保護者から、地
　域の皆さんへの感謝と収穫祭のご案内です

山村留学生 保護者から感謝を込めて山村留学生 保護者から感謝を込めて
さんそんりゅうがくせいさんそんりゅうがくせい

自然に育まれ、人に支えられて

14日㈯
　個人体験発表・劇・和太鼓演奏など
15日㈰
　模擬店・バザー・ビンゴ大会など
　※　鶏めし、豚汁、たこせん、焼き菓子、
　米粉ワッフル、cafeなど多数出店します！
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　博多商人の神屋家は石見の銀を用いた海外交易で
富をなし、特に６代目の神屋宗湛はその財力で戦国
末の博多再興に尽力した偉人として福岡市でよく知
られています。
　ところが、石見銀山の発見者とされる神屋寿禎の
知名度は低く、神屋家と石見銀山の関わりもあまり
知られていません。
　この関わりを福岡市民が知り、関心を持ってもら
うことが大田市の観光振興につながると期待して企
画されました。

かみ や そう たん

かみ や じゅてい

Instagramの
フォローをお願いします！

　2027（令和９）年「石見銀山遺跡
とその文化的景観」は世界遺産登
録20周年・石見銀山発見500年を
迎えます。
　記 念 事 業 実 行 委 員 会 で は、
Instagramの公式アカウントを開
設し、記念事業に関するイベント
情報などを発信しています。

《インスタグラム》

“福石の縁プロジェクト
　　　　　石見銀山ＰＲ事業” の主旨
“福石の縁プロジェクト
　　　　　石見銀山ＰＲ事業” の主旨
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健全化判断比率 ――すべての指標が健全化基準を下回っています

※１　地方公共団体の標準的な状態で通常収入があるであろう経常的一般財源の規模を示すものです。
※２　赤字、資金の不足が生じておらず、比率が算定されないため、「－」表示となります。

早期健全化基準、財政再生基準、経営健全化基準を超えると……それぞれに対応した計画を作成し、総務大臣などに報告、
自主的または国・県の関与のもとに財政健全化をおこなうことになります。

■実質赤字比率

早期健全化基準…12.87％
財政再生基準…20.00％

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）

普通会計を対象とした実質赤字の標
準財政規模※1に対する比率で、普通
会計の赤字の程度を示しています。

大田市　9.2％ 大田市　99.0％

早期健全化基準…350.00％

普通会計が将来負担すべき実質的な
負債の標準財政規模に対する比率
で、市が将来支払っていく負担額の
大きさの程度を示しています。

■連結実質赤字比率

早期健全化基準…17.87％
財政再生基準…30.00％

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）

全会計を対象とした実質赤字（また
は資金不足額）の標準財政規模に対
する比率で、市全体の赤字の程度を
示しています。

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）

■実質公債費比率

早期健全化基準…25.00％
財政再生基準…35.00％

普通会計が負担する元利償還金およ
び準元利償還金の標準財政規模に対
する比率で、市の借金の返済額の大
きさの程度を示しています。

■資金不足比率

経営健全化基準…20.00％

公営企業における資金不足額の事業
の規模に対する比率で、事業規模で
ある料金収入に対する資金不足の程
度を示しています。

■将来負担比率

　大田市はどの指標においても早期
健全化（経営健全化）基準内であり、
財政状況は健全であるといえます。
しかし、今後の財政運営は、物価高
騰や老朽化している公共施設への対
応が必要となってきます。
　今後とも、これらの指標を参考に
しながら健全な財政運営に努めてい
きます。

　平成19年６月、自治体の財政破綻を未然に防ぐことを目的に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
が施行されました。地方公共団体は、４つの指標である「健全化判断比率」、公営企業の経営の健全化を判断
する指標である「資金不足比率」を公表することが義務付けられました。
　各比率は次のとおりで、監査委員の審査を受け、９月市議会に報告しました。

収益的収支（税抜）
資本的収支（税込）
収益的収支（税抜）
資本的収支（税込）
収益的収支（税抜）
資本的収支（税込）

病院事業

水道事業

下水道事業

特別会計合計

企
業
会
計

122億1,477

43億7,799

92億4,606

256億680
38億6,935

3,641
12億8,742
60億9,249

3,135
13億177

126億1,879
51億7,311
4億4,930
10億907
5億4,897
8億4,559
15億5,146

国民健康保険事業
国民健康保険診療所事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
簡易給水施設事業
大田市駅周辺土地区画整理事業

一般会計

0

8,431

2億8,283

歳入
252億9,748
38億2,563

3,641
12億7,365
58億1,996

3,135
12億9,869
122億8,569
59億8,078
5億6,895
10億6,268
9億5,981
9億3,397
17億3,055

歳出
3億932
4,372

0
1,377

2億7,253
0

308
3億3,310
△8億767

△1億1,965
△5,361

△4億1,084
△8,838

△1億7,909

差し引き
275億4,395

0
1,462

0
0
0

26億8,879
27億341

市債残高
56億414
1億7,572

562
0

4億4,428
0
0

6億2,562

基金残高

特
別
会
計

（単位：万円）
決算の状況



自主財源  
59億5,386万円

23.3％依存財源
196億5,294万円

76.7％

市税
39億584万円

15.3％

地方交付税
107億8,958万円

42.1％

広報おおだ　Ｒ8（2026）10.225

令和７年度

決算報告
一般・特別会計の概要

問財政課（☎0854‐83‐8017）

一般会計　歳入・歳出グラフ

歳入
256億680万円

歳出
252億9,748万円

負担金及び手数料等
3億3,159万円

1.3％
繰入金 

5億3,690万円
2.1％
その他

11億7,953万円
4.6％

地方譲与税等
12億8,991万円

5.0％

地方特例交付金
2,411万円
0.1％

国庫支出金
35億8,089万円

14.0％

県支出金
21億6,695万円

8.5％

市債
18億150万円

7.0％

このグラフは歳出を義務的な
経費と投資的な経費に分けたもの

このグラフは歳入を自主財源と
それ以外の依存財源に分けたもの

ホームページを
ご覧ください

財政状況、財政健全化判
断比率の詳細は、市公式
ホームページでも公開し
ています。

《市ホームページ》

【一般会計・歳入】
　予算現額279億9,848万円に
対して、調定額264億5,840万
円、収入済額は256億680万円、
不納欠損額1,652万円、収入未
済額８億3,508万円の決算と
なっており、収入率は予算比
91.5％、調定比96.8％となって
います。
【一般会計・歳出】
　支出済額252億9,748万円、
執行率90.4％となり、翌年度
繰越額18億3,310万円を差し引
いた不用額は８億6,790万円と
なっています。
【特別会計】
　６ある会計の歳入総額126億
1,879万円、歳出総額122億
8,569万円で実質収支額は、３億
3,002万円の黒字となりました。
【市債残高】
　一般会計における令和７年
度末の市債残高は、前年度末
より10億6,526万円減少してい
ます。特別会計分を合わせた市
債残高は、前年度末より３億
9,795万円減少し、302億4,736
万円となりました。

扶助費
44億4,435万円

17.6％ 公債費
29億9,576万円

11.8％

義務的経費
120億8,388万円

47.8％

投資的経費
28億374万円

11.0％

その他
104億986万円

41.2％

災害復旧事業費
1億6,250万円

0.6％

物件費
35億6,844万円

14.1％

補助費等
29億5,444万円

11.7％

維持補修費
1億7,391万円

0.7％

積立金
8億2,474万円

3.3％

繰出金
21億6,850万円

8.6％

その他
７億1,983万円

　2.8％

人件費
46億4,377万円

18.4％

普通建設
事業費

26億4,124万円
10.4％
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りを持てる素敵な女性へと成長してほしい」と
話しました。
　教育長は「子どもたちが自分自身を大切に
し、自分らしく堂々と生きるために必要なもの。
毎年の寄贈に大変感謝している」とお礼の言葉
を述べました。　

ジア センさん撮影のお勧め写真
「スーパーツリーグローブ」とい
う高さ25ｍから50ｍの巨大な
人工の木を撮影したものです
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市
内
の
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校
を
ま
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り
、
外
国
語

授
業
の
補
助
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 問学事・魅力化推進室

（☎0854‐83‐8179）

　こんにちは。ＡＬＴのライ ジア センです。
　この度、市内の５つの小学校で勤務します。私の出身は東南アジアの小さな国、
シンガポールです。日本ではマーライオンのイメージが強いかもしれませんが、
シンガポールは多様で豊かな食文化も有名です。
　私は、静岡県でのホームステイをきっかけに、日本の田舎にすっかり魅了されま
した。美しい自然、人の温かさ、そしてゆったりとした時間の流れが深く心に残って
います。その時から「いつかまた戻りたい」と思っており、こうして大田市に来ら
れたことを嬉しく思っています。
　私は調理の専門資格とサプライチェーン管理の学位を持っています。将来は両方の
知識を生かし、島根県の素晴らしい食の魅力をシンガポールや世界に発信したいと
考えています。同時に、シンガポールの文化を皆さんに紹介しながら、大田市につ
いてもっと学び、お互いに多くのことを分かち合える一年にしたいと思っています。

市内小学校の女子児童に「初経教育セット」を寄贈
問学事・魅力化推進室（☎0854‐83‐8121）

寄
贈

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　９月９日、国際ソロプチミスト大田（生越惠
子会長）より、昨年に引き続き、ユニ・チャー
ム株式会社協力のもと「初経セット」と「手作
りのナプキン入れ」を寄贈いただきました。

　寄贈品は市内の小学校４年生の女子児童へ贈
られます。
　国際ソロプチミスト大田の森脇岸江会員と
生越博子会員は「性の教育は命の教育。未来を
担う女子児童の皆さんがマナーを守り、思いや

左
か
ら
教
育
長
、
森
脇
会
員
、

生
越
会
員

ライ ジア センさん
【呼称：ジア センさん】

外国語指導助手（ＡＬＴ）の紹介
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全
国
大
会
出
場

　
　健
闘
を
祈
り
激
励
金
を
贈
呈

川合小学校に「洋式トイレ」を寄贈
問教育委員会総務課（☎0854‐83‐8119）

　９月４日、川合小学校で洋式トイレ贈呈式が
おこなわれました。
　小林製薬株式会社からの寄贈により、男子
トイレ１基、女子トイレ１基が、和式から洋式
に改修されました。

激励金を受け取る吉本主将（左）

【
軟
式
野
球
】

　
12
月
25
日
か
ら
27
日
に
三
重
県

内
の
各
地
で
開
催
さ
れ
る
「
第
７

回
お
伊
勢
さ
ん
杯
　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
全
国
選
抜
学
童
軟
式

野
球
大
会
」に
、大
田
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
表
敬
訪
問
に
来
ら
れ
た
選
手
の

皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

10
番
吉
本
閃
浬
さ
ん
（
大
田
小
６

年
）、
１
番
藤
田
隼
人
さ
ん
（
高

山
小
６
年
）、３
番
近
藤
幹
太
さ
ん

（
大
田
小
６
年
）、
４
番
波
多
野
太

亮
さ
ん
（
大
田
小
６
年
）、
５
番

小
野
寺
寅
赳
さ
ん
（
大
森
小
６

年
）、
６
番
清
水
龍
亜
さ
ん
（
大

田
小
６
年
）、７
番
前
坂
颯
人
さ
ん

（
大
田
小
６
年
）、
８
番
吉
藤
光
政

さ
ん（
大
田
小
６
年
）、９
番
石
原

遥
馬
さ
ん（
大
田
小
６
年
）、11
番

大
前
佑
稀
さ
ん
（
大
田
小
６
年
）。

　
主
将
の
吉
本
さ
ん
は
「
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
ま
ず
は
一
勝
し

た
い
。
自
分
た
ち
の
野
球
を
し
っ

か
り
す
れ
ば
勝
て
る
。
山
陰
地
区

代
表
と
し
て
堂
々
と
戦
い
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

問
社
会
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
５
）

よ
し
も
と
せ
ん
り

ふ
じ 

た  

は
や 

と

こ
ん
ど
う
か
ん 

た
は  

た  

の  

た
い

す
けお   

の  

で
ら
の
ぶ
た
けし 

み
ず
り
ゅ
う
あ

ま
え
さ
か
は
や 

と

よ
し
と
う
み
つ
ま
さ

い
し
は
ら

は
る 

ま

お
お
ま
え
ゆ
う
き

大田スポーツ少年団の皆さん

　
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
た
選
手
ら
が
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、

出
場
の
報
告
と
大
会
に
向
け
て
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

※

　表
敬
訪
問
の
様
子
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
市
長
の
日
記
」

で
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
併
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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予約制です

　以下の日程で、マイナンバーカードの交付・申請・更新について休日・
夜間窓口を開設します。
　市役所開庁時間内でのマイナンバーカードの受け取り、申請、更新が
難しい人は、ぜひご利用ください。なお、事前に予約をお願いします。

＜開催日時＞ 休日窓口（日曜日）
８ : 30～12 : 00

平日窓口延長（月曜日）
17 : 20～19 : 40

11月
12月

８日
６日

30日
21日

※　予約状況に応じて変更する場合があります。
＜申請・交付場所＞　市役所本庁　市民課（支所ではおこないません。）
※　現住所が仁摩町と温泉津町の人は、各支所でカードを保管していますので、
５日前までにご連絡ください。
＜取扱事務＞　マイナンバーカードの交付、申請、更新事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。

からのお知らせ
問松江国道事務所管理第二課（☎0852‐60‐1347）

　交通安全対策として実施していた、一般国道９号大田市温泉津町福光地内の福光交差点の改良工事
が完成しました。
　右折レーン設置により、安全性と利便性が向上しました。工事期間中のご理解とご協力に感謝申し
上げます。今後も安全な道路環境づくりを進めてまいります。

一般国道９号福光交差点の改良工事が完成しました

事業着手前

事業完成

令和５年10月撮影令和５年10月撮影 令和８年８月撮影令和８年８月撮影

至　松江至　松江

至　川本至　川本

至　浜田至　浜田

至　松江至　松江

至　浜田至　浜田

至　川本至　川本

休日・夜間　
マイナンバーカード窓口開設のお知らせ

８

　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申
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問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8182）

出雲ナンバー
　 出雲市・飯南町・
  奥出雲町（ （

地図出典：国土交通省国土数値情報
ダウンロードサイトより
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私
は
、
国
の
機
関
で
あ
る
中
国

経
済
産
業
局
で
、
書
店
振
興
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い

ま
す
。
そ
の
原
点
に
は
、
本
に
人

生
を
救
わ
れ
た
自
身
の
経
験
が

あ
り
ま
し
た
。

　
私
が
工
業
高
等
専
門
学
校
に

通
っ
て
い
た
こ
ろ
、
父
の
営
ん
で

い
た
町
工
場
が
倒
産
し
、
家
の
状

況
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
大

学
へ
の
進
学
も
諦
め
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
と
き
、
未
来
を
開
い
て

く
れ
た
の
が
、
本
と
書
店
だ
っ
た

の
で
す
。

　
大
学
に
進
む
に
は
、
地
元
の
学

校
で
さ
え
、
多
く
の
お
金
が
か
か

り
ま
す
。
し
か
し
、
本
で
あ
れ
ば
、

世
界
中
の
研
究
者
が
積
み
重
ね
て

き
た
知
識
が
書
か
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
も
、
は
る
か
に
安
い
対
価

で
手
に
入
り
ま
す
。

　
学
校
の
図
書
館
の
司
書
だ
っ
た

母
は
、
小
さ
な
頃
か
ら
私
に
本
を

読
む
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
と
、
そ

れ
を
習
慣
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
苦
で
は
な

か
っ
た
私
は
、
そ
の
延
長
線
で
経

済
を
学
び
、
英
語
を
学
び
、
や
が

て
今
の
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
公
務
員
試
験
を
受
け
よ
う
と

思
っ
た
と
き
の
こ
と
は
、
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
に
は
、
受
験
対
策
の
最

新
の
参
考
書
が
十
分
に
そ
ろ
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
予
備
校
に
通
う
な
ら
、
こ
れ
ま

た
多
額
の
お
金
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
そ
れ
が
書
店
で
あ
れ
ば
、
ア
ル

バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
で
広
い
試

験
範
囲
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の

参
考
書
全
て
を
買
う
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。

　
そ
の
時
の
私
は
、
少
し
で
も
よ

い
本
で
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
何
度
も
お
店
に
足
を
運
び
、
ど

の
参
考
書
を
購
入
す
る
べ
き
か
、

棚
の
前
に
立
っ
て
真
剣
に
思
い

悩
み
ま
し
た
。

　
そ
の
過
程
が
、
よ
い
成
果
に
結

び
つ
い
て
く
れ
た
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
就
職
後
に
は
、
お
金
も
比
較
的

自
由
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
書

店
で
さ
ら
に
た
く
さ
ん
の
本
に
出

会
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
面
白
い
と
感
じ
な

か
っ
た
本
も
、
最
後
ま
で
読
み
終

え
ら
れ
な
か
っ
た
本
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
そ
う
し
た
経
験
が

あ
れ
ば
こ
そ
、
心
に
残
る
一
冊
に

出
会
え
た
と
き
の
喜
び
も
一
層

大
き
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
そ
う
考
え
る
な
ら
、
い
い
出
会

い
も
そ
う
で
な
か
っ
た
出
会
い

も
、
す
べ
て
が
少
し
ず
つ
積
み
重

な
っ
て
自
分
を
形
づ
く
っ
て
く
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
今
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本

を
簡
単
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
時
代

で
す
。
ク
リ
ッ
ク
一
つ
で
、
自
分

好
み
の
お
す
す
め
ま
で
示
し
て

く
れ
て
、
と
て
も
便
利
に
感
じ
る

場
面
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
図
書
館
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が

並
ん
で
い
て
、
そ
こ
で
は
気
軽
に

何
冊
も
の
本
を
借
り
て
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
一
方
で
、
私
は
あ
の
日
の
よ
う

に
、
棚
の
前
で
迷
う
時
間
に
は
大

き
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
自
分
で
探
し
、
考
え
、
選
び
、

お
金
を
払
う
。
そ
こ
に
真
剣
さ
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
本
と
の
出
会
い

は
、
よ
り
深
く
心
に
残
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
リ
ア
ル
書
店
の
良
さ
が
話
題
に

な
る
と
き
、
よ
く
「
偶
然
の
出
会

い
」
が
そ
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
私
も
以
前
は
そ
う
考
え
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
で
は
そ
れ
は
全
て

「
必
然
」な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
書
店
の
振
興
を
仕
事
に
す
る
よ

う
に
な
っ
て
分
か
っ
た
の
で
す
が
、

お
店
の
方
々
だ
っ
て
み
ん
な
真
剣

な
ん
で
す
。

　
い
く
ら
で
も
在
庫
を
取
り
揃
え

ら
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
違
っ

て
、
書
店
の
棚
に
並
べ
る
こ
と
の

で
き
る
本
の
数
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
ど
の
本
を
手
に
取
っ
て
も
ら

お
う
か
と
、
品
揃
え
を
検
証
し
た

り
、
ポ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
た
り
、

新
し
い
フ
ェ
ア
を
企
画
し
た
り
。

日
々
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
く

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
本
を
届
け
る
人
と
買
う
人
、
お

互
い
の
真
剣
さ
が
創
り
出
す
運
命

の
出
会
い
を
、
私
は
「
偶
然
」
と

い
う
一
言
で
片
付
け
た
く
あ
り
ま

せ
ん
。
本
当
に
幸
運
な
こ
と
に
、

こ
れ
ま
で
私
に
は
そ
ん
な
風
に
思

え
る
出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
光
り
輝
く
よ
う
な

宝
物
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
振
り
返
る
と
、
人
生
で
大
切
に

し
て
い
る
も
の
は
、
自
分
の
成
長

と
と
も
に
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
本
だ
け
は
変
わ
ら

ず
い
つ
も
そ
ば
に
い
て
く
れ
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
生
涯
の
宝
物
と
出
会
う

こ
と
を
楽
し
み
に
、
今
日
も
書
店

の
棚
の
前
に
立
っ
て
い
ま
す
。

問
産
業
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
７
２
）

　
待
望
の
本
屋
さ
ん
が
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
本
屋
さ
ん
、図
書
館
、ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。本
と
触
れ
合
う
こ
と

の
で
き
る
空
間
は
、
日
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
彩
り
ま
す
。

　
あ
な
た
と
特
別
な
一
冊
と
の
出
会
い
を
願
っ
て
、
本
に
親
し
む

人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
本
と
の
出
会
い
」
を
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ん
と
の
で
あ
い

棚
で
迷
う
時
間
が
く
れ
る
も
の

文
／
伊
東
　直
人（
経
済
産
業
省 

中
国
経
済
産
業
局
）



 11月30日は「人生会議の日」です。

これからのこと、家族や大切な人と話し合ってみませんか？
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問地域医療推進課（☎0854‐83‐8057）

人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）とは、
これからの人生で大切にしたいことや受けたい医療・ケアに
ついて、家族や身近な人、医療・介護の専門職と話し合い、
共有することです。

大田市では「ACP出前講座」を実施しています

　親の看取りで悩んだ経験がありますが、ＡＣＰを学び、改めて
自分の意思を家族に伝えておくことが大事だと感じました。
　また、自分らしい老後を送るためのヒントが見つかりました。

出前講座の参加者の声出前講座の参加者の声出前講座の参加者の声

　地域のサロンや自治会などの学習会で、地域包括支援センター職員による講話と「わたしの町の
看護師さん」による寸劇をしています。費用はかかりません。人数・日時はご相談ください。
　　・問大田市地域包括支援センター 出前講座担当
　　☎0854‐83‐7766（受付時間：平日の８時30分～17時15分）

申

いい　 みとり
毎年11月３０日は

人生会議の日

なぜ、人生会議が大切なの？

　病気や事故などで、自分の気持ちや
希望を伝えることが難しくなることが
あります。
　元気なうちから、家族や身近な人と
話し合っておくことで「自分らしく過
ごすために大切にしたいこと」を周囲
の人に知ってもらうことができます。

※　元気な今から始めよう

　普段の何気ない会話から始めて
みては…
・「これからどんなふうに暮らし
　たい？」
・「家で過ごしたい？施設への入
　所も考えている？」
・「もしものとき、誰にそばにい
　てほしい？」

※　気持ちや状況に合わせて、
何度でも話し合いましょう

　気持ちや状況は変わることがあ
ります。一度決めたことであって
も、その思いがずっと変わらない
とは限りません。
何度でも話し合い、
見直していくこと
が大切です。

※　書き残すのも一つの方法
です

　エンディングノートなどに書き
残しておくことも、自分の思いを
伝える方法の一つです。

こんなことを話し合います（例）

●　これからの生活で大切にしたい
　　こと
●　受けたい医療やケア、受けたく
　　ない医療やケア
●　つらい治療や延命治療について
　　どう考えるか
●　自分の思いを誰に伝えておきた
　　いか
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がん検診（個別）

11月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

問こども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

乳幼児相談 身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

大田市人権センター
研修室１

母子健康手帳・おむつ
バスタオル９:00～10:30４日㈬

ごくごく
授乳相談

こども家庭センター
「おおだっこ」

（大田市役所１階）
身体計測、授乳相談 母子健康手帳・おむつ

バスタオル
13:00～16:3018日㈬

ふたご親子
交流会 仁摩保健センター

ふたごを妊娠中の人
小学校高学年までの

ふたご親子
茶話会・衣類交換会

詳細は母子モ８日㈰ 10:00～11:30
受付９:30～

生後２か月以降の
乳幼児とその保護者

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

育児教室
［ぴよぴよ］
ベビー

大田市人権センター
研修室３

９:30～10:30
受付９:15～

27日㈮

種　類 医療機関 対象者など 予約方法

50歳以上
・令和７年度胃がん検診

（胃バリウム検査・胃内視鏡
検査）を受けていない人
・胃の治療中や胃薬内服を
していない人
◎自己負担金　3,000円
※　無料になる人…生活保
護世帯の世帯員、市民税非
課税世帯の世帯員のみ

石田医院、合原医院、昭和医院、
福田医院、木島医院、郷原医院大田市

胃がん
（胃内視鏡）

検診

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）大田市

島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページをご確認ください）出雲市

☆子宮頸がん
検診

ひゃくどみクリニック
（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根

（☎0853‐20‐0649）

出雲市

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）大田市

20歳以上の女性
（対象者に個別通知を送付
しています。）
◎自己負担金
・細胞診 1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）
　1,500円

40歳以上の女性（２年に
１回 ）
◎自己負担金
40～49歳の女性

（２方向撮影） 2,000円
50歳以上の女性

（１方向撮影） 1,500円

健康増進課へ電話
（☎0854‐83‐8151）
または予約サイトか
ら予約してください。

【予約サイト】

直接各医療機関へ
予約してください。

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの
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以下の人は☆マークの検診が無料です。
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者（胃内視鏡検査は除く）、
　市民税非課税世帯の世帯員
　※　受診時に証明できる書類が必要です。
　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

健康ガイド11月

13

40歳以上で次の該当者
・大田市国民健康保険加入者・生活保護受給者
・島根県後期高齢者医療制度加入者
◎自己負担金　無料

島根県後期高齢者医療制度加入者のうち、昭和
16年４月２日から昭和26年４月１日生まれの人
◎自己負担金　無料
◎お持ちいただくもの　健診受診票

特定健診等健康診査
（６月～12月）

後期高齢者
歯科口腔健診
（６月～12月）

そのほかの健（検）診
医療機関種　類 対象者など

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

市内の歯科医療機関歯周疾患検診
（７月～）

令和９年４月１日現在で20、30、40、50、60、70歳の人
◎自己負担金　無料
◎期間　20歳の人　　　　　　　　　　７月～３月
　　　　30、40、50、60、70歳の人　　７月～12月

医療機関種　類 対象者など

問地域医療推進課（☎0854‐83‐8153）

指定医療機関
（詳しくは個人通知をご覧ください）

指定歯科医療機関
（詳しくは個人通知をご覧ください）

※　対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。

がん検診（集団）
種　類 日　時 場所 対象者など 予約方法

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

健康増進課へ
電話　　　　

（☎0854‐83‐8151）
または予約サイ
トから予約して
ください。　　　

17日㈫

18日㈬

20歳以上の女性
（対象者に個別通知を送付して
います）
◎自己負担金
・細胞診　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆子宮頸がん
検診

予約不要

予約不要

大田市民会館

大田市民会館

大田市民会館

40歳以上の女性（２年に１回）
◎自己負担金　
・40～49歳の女性（２方向撮影）
　2,000円　　　
・50歳以上の女性（１方向撮影）
　1,500円

40歳以上
◎自己負担金　600円
※　２日間の便を容器に取る検
査です。
※　提出方法：ポスト投函

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

☆大腸がん検診
（容器配布）

【予約サイト】

13:30～15:00
17:00～18:30

９:30～11:30
13:30～15:30

17日㈫ 13:30～15:00
17:00～18:30

17日㈫ 13:30～15:30
17:00～19:00

18日㈬ ９:30～11:00
13:30～15:00

30日㈪ ９:00～11:00
13:00～16:00

大国まちづくり
センター　　　
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子どもたちが未来へ
つなぐ「世界遺産」

　今
回
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
最
終

日
に
は
、
大
田
小
学
校
と
交
流
を

す
す
め
て
い
る
、
タ
ル
ノ
フ
ス

キ
ェ
・
グ
ル
ィ
市
立
第
15
小
中
学

校
を
訪
ね
ま
し
た
。
学
校
に
到
着

す
る
と
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た

ち
が
窓
か
ら
手
を
振
り
「
こ
ん
に

ち
は
」
と
日
本
語
で
話
し
か
け
て

く
れ
る
な
ど
、
温
か
い
歓
迎
を
受

け
ま
し
た
。

　歓
迎
行
事
で
は
、
現
地
の
歌
や

ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
大
田
小
学

校
か
ら
は
児
童
が
描
い
た
絵
と
折

り
鶴
を
贈
り
ま
し
た
。
言
葉
や
文

化
は
違
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
を
通
し
て
、
互
い
の
距
離
が

一
気
に
縮
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
両
関
係
者
が
、
こ
の
交

流
が
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長

に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
か
、

ま
た
今
後
ど
う
交
流
を
進
め
て
い

く
の
か
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。そ
し
て
、来
年
度
に
大
田

市
で
開
催
予
定
の
鉱
山
遺
跡
を
持

つ
国
内
外
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流

会
（
世
界
子
ど
も
交
流
会
議
〜
石

見
銀
山
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
）

へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　大
田
市
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
遠
く
離
れ
た
国
や
地
域
の
同

世
代
と
交
流
す
る
こ
と
は
、
相
手

の
文
化
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
自

分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
魅

力
を
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

も
な
り
ま
す
。
す
で
に
始
ま
っ
て

い
る
台
湾
や
佐
渡
市
・
日
光
市
な

ど
と
の
交
流
や
、
今
回
生
ま
れ
た

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
世
界
遺
産
を
持

つ
国
々
や
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が

互
い
に
自
分
た
ち
の
宝
を
大
切

に
し
、
守
っ
て
い
く
よ
き
仲
間
と

な
っ
て
い
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

◇11月の行事

◇おすすめの本

14

◇展示テーマ

問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00

第43回

市ホームページ

『油断！』 堺屋 太一‖著　文藝春秋

中
　央

『アートの扉をひらく』
　色づく秋の気配とともに、そっと、アートの
世界を覗いてみませんか？日々の暮らしに豊か
な潤いを添えるさまざまな芸術の本。
　心惹かれる一冊を見つけて、あなたのアート
の扉をひらいてみてください。

市立第15小中学校での交流の様子

■：休館（２館共通）

11月の図書館お休みの日

仁
　摩

『アートを楽しむ』
　芸術の秋といわれるこのシーズン、作品鑑賞だ
けではなく、作る楽しみも加えてみませんか？初
めての人でも取り組みやすい本を揃えていま
す。ご自身で作るオリジナルの作品をぜひ楽しん
でください。

※　この一覧以外の行事などについては、市ホームページをご覧ください。

　今年の２月にホルムズ海峡が事実上封鎖になっ
て、原油調達を含めいろいろな課題が浮上してい
　　　　　　　　ます。50年前に書かれ、奇しく
　　　　　　　　も同じような状況のもと復刊さ
　　　　　　　　れた本書では、石油輸入が大幅
　　　　　　　　に減少した場合、≪200日で国内
　　　　　　　　死者数300万人≫と衝撃の数字
　　　　　　　　が算出されています。原油不足
　　　　　　　　が私たちの暮らしにどう影響す
　　　　　　　　るのか、フィクションでありな
　　　　　　　　がら手に汗握る展開です。仁摩図書館所蔵

おはなし会

図書館 日　　時行　　事

図書館まつり

ちょこっとブックトーク

おはなし会

推し本展示

22日㈰ 　 10:00～18:00

８日㈰ 　 14:15～

21日㈯ 　 10:15～

～29日㈰

仁 摩

14日㈯　①10:30～ ②14:00～ 
28日㈯　①10:30～ ②14:00～中 央



　
８
月
21
日
、
第
２
回
人
権
を
考

え
る
市
民
の
つ
ど
い
を
大
田
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
約
２

７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
同
和
問
題
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
近
畿
大
学
名
誉
教
授
の
奥

田
均
さ
ん
を
お
招
き
し
「
部
落
差

別
、
ま
だ
あ
る
の
？
ど
こ
に
あ
る

の
？
な
く
せ
る
の
？
」
と
題
し
て

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
講
演
会
の
内
容
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

現
実
を
認
め
る
こ
と
が
出
発
点

　
ま
ず
大
事
な
の
は
、
部
落
差
別

が
「
な
い
」
と
決
め
つ
け
な
い
こ

と
。
２
０
１
６
年
に
で
き
た
部
落

差
別
解
消
推
進
法
は
、
は
っ
き
り

「
現
代
も
な
お
差
別
が
存
在
す
る
」

と
書
い
て
い
る
。
法
律
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
は
、
差
別
の
現
実
が

あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
周
り
に
は
「
も
う
な
い
や

ろ
」「
昔
の
話
や
」
と
思
っ
て
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
こ
れ
が
出

発
点
で
の
大
き
な
ズ
レ
だ
。

　
特
に
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

時
代
だ
か
ら
、
状
況
が
さ
ら
に
複

雑
。
地
区
名
や
映
像
を
無
断
で

ア
ッ
プ
し
て
、
墓
地
ま
で
さ
ら
し

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
削
除
を

求
め
て
も
、
投
稿
者
が
名
義
を
変

え
て
再
投
稿
し
た
り
、
海
外
サ
ー

バ
ー
で
配
信
し
た
り
し
て
追
い
に

く
い
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
も
法
的
な

根
拠
が
な
い
と
削
除
に
慎
重
に
な

り
が
ち
で
、
行
政
だ
け
で
は
対
応

が
難
し
い
場
面
が
あ
る
。

　
ま
ず
は
「
な
い
」
と
言
わ
ず
に
、

現
実
を
受
け
止
め
る
こ
と
か
ら
始

め
よ
う
。

見
え
に
く
い
傷
が

い
ち
ば
ん
つ
ら
い

　
差
別
で
一
番
つ
ら
い
の
は
、
目

に
見
え
な
い
心
の
傷
だ
。落
書
き
、

陰
口
、
結
婚
や
就
職
差
別
へ
の
不

安
│
│
こ
う
し
た
こ
と
が
積
み
重

な
っ
て
大
き
な
不
安
や
孤
立
を
生

む
。
被
差
別
当
事
者
が
声
を
上
げ

る
と
、
そ
の
瞬
間
に
身
元
が
明
ら

か
に
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ

る
。
だ
か
ら
多
く
の
人
が
黙
っ
て

し
ま
う
。
黙
る
こ
と
が
被
害
の
可

視
化
を
妨
げ
、
問
題
が
見
え
に
く

い
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
実
際
の
話
を
す
る
と
、
大
学
の

学
生
に
宿
題
で
自
分
の
町
の
こ
と

を
調
べ
さ
せ
た
ら
、
喫
茶
店
で
の

会
話
や
帰
省
先
で
の
親
と
の
や
り

取
り
を
レ
ポ
ー
ト
に
書
い
て
き
た

子
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
喫
茶
店

で
普
通
に
部
落
問
題
の
話
を
し
た

ら
、
友
達
が
「
あ
ん
な
と
こ
ろ
で

話
す
な
、
間
違
わ
れ
る
や
ろ
」
と

小
声
で
止
め
た
。
あ
る
子
は
実
家

で
母
親
に
宿
題
の
こ
と
を
話
し
た

ら
「
そ
ん
な
こ
と
興
味
持
っ
た
ら

あ
か
ん
」
と
叱
ら
れ
た
。
こ
う
い

う
「
話
題
に
す
る
こ
と
自
体
を
避

け
る
」
空
気
が
差
別
の
一
面
だ
。

外
か
ら
は
見
え
な
い
け
ど
、
生
活

の
中
に
ご
く
自
然
に
根
付
い
て
い

る
差
別
だ
。

　
調
査
デ
ー
タ
も
同
じ
こ
と
を
示

し
て
い
る
。あ
る
町
の
調
査
で
は
、

同
和
地
区
の
住
民
と
そ
れ
以
外
の

住
民
で
「
差
別
は
ま
だ
あ
る
か
」

と
い
う
問
い
の
答
え
が
大
き
く
違

う
。
つ
ま
り
当
事
者
が
感
じ
て
い

る
実
感
は
、
外
の
人
に
は
伝
わ
り

に
く
い
。
だ
か
ら
当
事
者
の
声
を

丁
寧
に
聴
く
こ
と
が
必
要
だ
。

解
消
に
向
け
て

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　
さ
て
、
ど
う
し
た
ら
差
別
を
な

く
せ
る
か
。
肝
心
な
の
は
、
当
事

者
の
声
を
受
け
止
め
な
が
ら
社
会

の
側
を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
。
こ

こ
10
年
ほ
ど
で
法
律
の
立
て
付
け

が
変
わ
っ
て
き
た
。
障
害
者
差
別

解
消
法
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消

法
、
そ
し
て
部
落
差
別
解
消
推
進

法
│
│
こ
れ
ら
は
個
別
の
救
済
だ

け
で
な
く
、
社
会
の
あ
り
方
を
変

え
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
差
別
は
被
差
別

当
事
者
の
問
題
で
は
な
く
て
、
加

差
別
の
当
事
者
、
社
会
の
構
造
や

習
慣
が
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う

考
え
方
だ
。

　
教
育
と
啓
発
、
実
態
調
査
は
不

可
欠
だ
。
第
５
条
に
教
育
啓
発
を

明
確
に
書
い
た
部
落
差
別
解
消
推

進
法
の
意
義
は
大
き
い
。
学
校
や

職
場
で
差
別
の
現
実
を
共
有
す
る

仕
組
み
を
作
り
、
被
害
が
見
え
に

く
い
部
分
を
調
査
で
掘
り
起
こ
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
当
事
者
が
安
全
に
告
発
で
き

る
制
度
や
支
援
も
整
え
る
必
要
が

あ
る
。
声
を
上
げ
た
人
を
守
る
こ

と
な
く
し
て
解
消
は
進
ま
な
い
。

　
そ
れ
か
ら
「
寝
た
子
を
起
こ
す

な
」
と
い
う
議
論
に
は
注
意
し
な

い
と
い
け
な
い
。
過
去
の
歴
史
を

見
た
ら
、
放
っ
て
お
い
た
ら
差
別

は
な
く
な
る
ど
こ
ろ
か
強
ま
っ
た

時
期
が
あ
る
。
明
治
以
降
に
就
職

差
別
や
結
婚
差
別
が
顕
在
化
し
て

き
た
歴
史
を
見
れ
ば
、
そ
の
教
訓

は
明
ら
か
だ
。
差
別
を
放
置
す
る

こ
と
の
方
が
害
が
大
き
い
。

　
私
は
自
信
を
持
っ
て
言
い
ま
す
。

部
落
差
別
は
な
く
せ
る
。
法
律
も

あ
る
、
知
恵
も
あ
る
、
そ
し
て
何

よ
り
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
力
に

な
る
。
皆
さ
ん
、
一
緒
に
歩
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
８
年
度
第
３
回
人
権
を

考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
大

田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
第
３
回

人
権
・
同
和
問
題
研
修
会

▽
日
時
　
10
月
30
日
㈮

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
　
川
﨑
正
明
さ
ん

　
（
元
全
国
隣
保
館
連
絡
協
議
会
長
）

▽
テ
ー
マ
　
同
和
問
題

▽
参
加
費
　
無
料

▽
備
考
　
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

　
が
あ
り
ま
す

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）
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奥
田
均
さ
ん

石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
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きずな
「
部
落
差
別
、
ま
だ
あ
る
の
？

ど
こ
に
あ
る
の
？
な
く
せ
る
の
？
」



こんにちは
保健師です
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問こども家庭支援課（☎0854‐83‐8147）

知っていますか？子どもの権利
～まずは大人から学ぼう・始めよう～

　1989年に国連で採択された「子どもの権利条約」は、子どもの大切な権利を守る
ための世界共通の約束です。
　日本も1994年にこの条約に参加しました。
 　この条約では、
 ● 　子どもも権利をもつ一人の人として大切にされること
 ● 　大人と同じように人権が守られること
 ● 　成長の途中にある子どもに必要な支援や配慮を受けられること
が定められています。
　　また「生きること」「育つこと」「守られること」「参加すること」など、子どもが安心して暮らし、成長する
ために大切な権利が示されています。子どもの権利は、良いことをしたごほうびとして与えられるものではあり
ません。また、何かをしたからといって失われるものでもありません。すべての子どもに認められている大切な
権利です。

　これらの考え方は、日本の「こども基本法」にも取り入れられています。特に「子どもの声を聴くこと」の大切
さが広く伝えられています。
　『どうしたい？』『どう思う？』と子どもに尋ねること。子どもの話を最後まで聴くこと。それも、子どもの
権利を大切にする第一歩です。
　まずは私たち大人が子どもの権利について知り、子どもの話に耳を傾けることから始めてみませんか。

　子どもの権利を大切にするときに、いつも心に留めておきたい４つの考え方があります。これらは「子どもの
権利条約」の基本となる原則です。

「子どもの権利条約とは」

「子どもの権利条約」４つの原則

　すべての子どもが安心して生き、自分らしく
成長できるよう、医療や教育など必要な支援を
受けられることです。
　子どもが「やってみたい」と思ったことを応
援できていますか？

　子どもは、自分に関わることについて意見を
伝えることができます。大人はその思いに耳を
傾け、年齢や成長に応じて大切にします。
　最近、子どもに「あなたはどうしたい？」と
聞いたことがありますか？

　子どもに関することを決めるときは「その子
にとって何が一番よいか」を優先して考えます。
　子どもの話を少し待って聞くことができてい
ますか？

　どの子どもも、国籍や性別、障がいの有無、
家庭の状況などに関係なく、同じように大切に
され、権利が守られます。
　「男の子だから」「女の子だから」と決めつけ
ていませんか？

命が守られ、成長できる

子どもにとって最もよいこと

意見を言える、尊重される

差別されない



20日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

問こども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）
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①令和９年３月１日以降出産予定の妊婦に20,000円一律給付
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　市内の医療施設における分娩の取り扱いが休止されるなどの状況に伴い、妊婦の経済的負担を軽減するため、
20,000円を一律に給付します。

　自宅（または里帰り先）から最寄りの分娩取扱医療機関まで片道おおむね60分以上を要する人へ、通院交通費
または宿泊費の一部を助成します。

②①の給付に加えて、遠方の医療機関に通院する妊婦に
通院交通費などを助成

②みんなの食堂
　　祖式ジム

①おおだ子ども食堂
　　大田市人権センター

28日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308
21日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088

③こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

※　多世代交流食堂みーる堂はゆきみーる移転に向けてしばらく
休止します。

市ホームページ

子ども医療電話相談

＃８０００
つながらない場合　☎03‐3478‐1060

【受付時間】平日／19:00～翌朝９:00
　　　　　　土日・祝日／９:00～翌朝９:00
　※　東京都内までの通話料が必要です。

子ども食堂 11月の予定 子ども　無料
大　人　①300円 ②③200円

実費×回数 ※×0.8–20,000円
【実費とは…】
１．自家用車：往復距離（km）×37円
２．公共交通機関：往復運賃
３．タクシー：往復料金
※　妊婦健診７回および出産時１回の計８回を上限とする。

実費–2,000円/泊
上限：8,700円/泊
　　 （最大14泊）

大田市に住所を有する
妊婦で、令和９年３月１日
以降に出産予定の人

助成内容対象者 通院交通費 宿泊費

対象者 助成内容

対象者と助成内容

対象者と助成内容

　申請書および必要書類の提出が必要です。
　詳細は市ホームページをご覧いただくか、こども家庭支援課へお問い合わせください。
　なお、遠方の医療機関で不妊治療（生殖補助医療）を受ける人への通院交通費の助成も
実施します。詳細は市ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

①・②の申請について

大田市に住所を有する妊婦で、令和９年３月１日以降
に出産予定の人 20,000円（一律給付）



　
て
く
だ
さ
い
。

※
　
継
続
し
て
控
除
を
受
け
る
に

は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

　
・
問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
０
）

  

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

  

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

　
大
田
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
よ
り
、
農
業
振
興
を
図
る
地
域

と
し
て
「
農
用
地
区
域
」
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
区
域
内
の
農
地
を
宅
地
な

ど
に
転
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更

（
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
な
ど

の
承
認
）
が
必
要
で
す
。

　
農
地
が
該
当
区
域
に
あ
た
る
か

ど
う
か
は
、
市
役
所
農
林
水
産
課

か
、
各
地
区
の
農
業
委
員
宅
に
あ

る
「
農
用
地
区
域
」
図
面
で
確
認

で
き
ま
す
。

▽
申
請
受
付
期
間

　
11
月
２
日
㈪
〜
11
月
30
日
㈪

▽
申
請
受
付
場
所
　
農
林
水
産
課

　
・
問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
８
６
）

  

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
６
）

　
小
型
特
殊
自
動
車
の
所
有
者

は
、
道
路
を
走
る
、
走
ら
な
い
に

関
係
な
く
、
軽
自
動
車
税
の
申
告

を
し
て
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
買
い
替
え
や
新
た
に
取
得
さ

れ
た
人
は
、
軽
自
動
車
税
の
申
告

を
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　

▽
小
型
特
殊
自
動
車
と
は

・
乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
作
業
車

　（
ト
ラ
ク
タ
、
コ
ン
バ
イ
ン
な

　
ど
）

※
　
農
耕
ト
ラ
ク
タ
で
け
ん
引
す

る
農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
（
マ

ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
、
ス
プ
レ
ー

ヤ
な
ど
）
も
、
申
告
が
必
要
で
す
。

・
一
定
の
規
格
内
の
特
殊
自
動
車

　（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

▽
申
告
に
必
要
な
も
の

　　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い

人
も
、
申
請
に
よ
り
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
を
受

け
た
場
合
は
、
税
法
上
の
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
　
要
介
護
認
定
を
受
け
て

　
い
る
65
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、

　
主
治
医
意
見
書
な
ど
を
も
と
に

　
審
査
し
「
身
体
障
が
い
者
ま
た

　
は
知
的
障
が
い
者
に
準
じ
る
人
」

　
と
し
て
認
め
ら
れ
る
人

※
　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

す
べ
て
の
人
が
、
必
ず
対
象
に
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
込
方
法
　
申
請
者
の
本
人
確

　
認
の
た
め
の
書
類
（
運
転
免
許

　
証
な
ど
）
を
持
参
し
、
申
請
し

・
メ
ー
カ
ー
名
、
車
台
番
号
な
ど

　
が
わ
か
る
も
の
（
販
売
証
明
書

　
な
ど
）

・
届
出
者
の
本
人
確
認
書
類
（
自

　
動
車
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン

　
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

・
本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
人
以

　
外
が
申
告
を
す
る
場
合
、
使
用

　
者
お
よ
び
所
有
者
の
は
ん
こ
が

　
必
要
で
す
。（
法
人
名
義
で
登

　
録
す
る
と
き
は
法
人
の
代
表
者

　
印
）

▽
申
告
受
付
場
所

・
市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

・
温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

・
仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

※
　
軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
時

点
の
車
両
の
所
有
者
に
１
年
分
の

税
金
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
４
月
２

日
以
降
に
廃
車
な
ど
の
手
続
き
を

さ
れ
た
場
合
で
も
、
月
割
り
で
税

金
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
税
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
３
）

　　
市
で
は
、
令
和
９
・
10
年
度
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
を

開
始
し
ま
す
。
こ
の
審
査
に
申
請

し
、
認
定
さ
れ
て
い
な
い
と
、
市

が
お
こ
な
う
入
札
に
参
加
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
申
請
の
受
付
は
、
島
根
県
電
子

調
達
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
島
根
県

と
県
内
シ
ス
テ
ム
参
加
市
町（
計
16

市
町
）が
共
同
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
　
申
請
方
法
・
提
出
書
類
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
資
格
審
査
の
種
類

①
建
設
工
事

②
測
量
等
（
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

　
ル
タ
ン
ト
な
ど
）

▽
申
請
受
付
期
間

　
令
和
８
年
11
月
２
日
㈪
〜
令
和

　
９
年
１
月
18
日
㈪

　（
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
12
月

　
28
日
〜
１
月
３
日
は
除
く
。）

※
　
申
請
書
持
参
の
場
合
、
受
付

時
間
は
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で
。

▽
資
格
有
効
期
間

　
令
和
９
年
４
月
１
日
〜
令
和
11

　
年
３
月
31
日

　
・
問
総
務
課
入
札
・
検
査
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
０
）

　
難
病
で
お
困
り
の
人
に
対
し
て
、

専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
を
お
こ

な
い
ま
す
。「
原
因
不
明
の
関
節

痛
、
筋
肉
痛
、
こ
わ
ば
り
、
発
熱
、
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（　　）内は前月比

問…問い合わせ先
…申し込み先申

申

申

申

お
知
ら
せ

所
得
税
・
住
民
税
上
の

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

農
用
地
区
域
の
変
更
は

11
月
30
日
ま
で
に

小
型
特
殊
自
動
車
は

軽
自
動
車
税
の
申
告
を

令
和
９
・
10
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　
　
　
　
　  

（
指
名
願
）

市　勢
（令和８年10月１日現在）

○人　口　30,340人　（△  15）
　・男　　14,624人　（△  11）
　・女　　15,716人　（△   4）
○世帯数　15,070世帯（   7）
○出生数　　　 9人
○死亡数　　　32人
○面　積　435.34㎢

難
病
専
門
相
談



　
団
体
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

〇
福
祉
・
保
育
事
業
所
に
よ
る

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〇
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

〇
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
　
詳
し
く
は
島
根
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
８
５
２
‐
32
‐
５
９
５
７
）

▽
日
時
　
11
月
28
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
３
階

　
　
　
　
研
修
室

▽
参
加
費
　
無
料

▽
定
員
　
当
日
先
着
50
人

※
　
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

▽
上
映
作
品
　

　「
愛
の
こ
む
ら
が
え
り
」

　（
２
０
２
３
年
／
１
０
９
分
）

▽
内
容
　
映
画
製
作
の
夢
を
叶
え

　
る
べ
く
奮
闘
す
る
男
女
の
悲
喜

　
あ
ふ
れ
る
ハ
ー
ト
フ
ル
な
ラ
イ

　
ト
コ
メ
デ
ィ
。

問
島
根
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）
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ン
受
講
が
可
能
で
す
。

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
心
筋
症
（
特
発
性
拡
張

　
型
心
筋
症
、
肥
大
型
心
筋
症
、

　
拘
束
型
心
筋
症
）、全
身
性
ア
ミ

　
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
の
患
者
お
よ
び

　
家
族
、
支
援
者
な
ど

▽
講
師
　
島
根
大
学
医
学
部
附
属

　
病
院
循
環
器
内
科
　
田
邊
淳
也

　
先
生

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

▽
申
込
方
法
　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

▽
申
込
期
限
　
10
月
30
日
㈮

　
・
問
し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
３
‐
24
‐
８
５
１
０
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
５
３
‐
22
‐
９
３

５
３
）

　
建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で

働
く
労
働
者
の
た
め
に
、
国
が

作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。
事
業

主
が
、
建
設
現
場
で
働
く
労
働
者

の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
、
掛
金

を
充
当
し
、
そ
の
労
働
者
が
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き

に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
、
業
界
全
体
で
の
退
職

金
制
度
で
す
。
退
職
金
は
国
が
定

め
た
基
準
に
よ
り
計
算
し
て
、
確

実
に
支
払
わ
れ
る
た
め
安
心
・
安

全
で
す
。
詳
し
く
は
建
退
共
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
一
般
社
団
法
人
島
根
県
建
設
業

協
会

（
☎
０
８
５
２
‐
21
‐
９
０
０
４
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
一

緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
を
、
家
庭
に
迎
え
入

れ
て
公
的
な
責
任
の
も
と
で
養
育

を
さ
れ
て
い
る
の
が
「
里
親
」
の

人
た
ち
で
す
。

　
県
で
は
、
里
親
に
な
っ
て
い
た

だ
く
人
を
募
集
す
る
と
と
も
に
、

里
親
制
度
に
つ
い
て
広
く
地
域
の

人
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

・
里
親
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知

　
り
た
い

・
自
分
で
も
里
親
に
な
れ
る
の
か

　
知
り
た
い

・
興
味
は
あ
る
け
ど
あ
と
一
歩
踏

　
み
出
せ
な
い
　
な
ど

　
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人
は
、

短
期
の
委
託
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
児
童
相
談
所
へ
お
問
い
合

だ
る
さ
」
な
ど
で
悩
ん
で
お
ら
れ

る
人
、
難
病
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
人
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

▽
日
時
　
11
月
17
日
㈫

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▽
会
場
　
川
本
合
同
庁
舎
（
川
本

　
　
　
　
町
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
診
療
科
目
　
膠
原
病
内
科

▽
医
師
　
島
根
大
学
医
学
部
附
属

　
病
院
　
森
山
繭
子
先
生

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※
　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
で
す
。

▽
申
込
方
法
　
電
話

▽
申
込
期
限
　
11
月
10
日
㈫

　
・
問
県
央
保
健
所
医
事
・
難
病

支
援
課

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
９
８
２
５
）

　
心
筋
症
（
特
発
性
拡
張
型
心
筋

症
、
肥
大
型
心
筋
症
、
拘
束
型
心

筋
症
）、全
身
性
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ

ス
を
テ
ー
マ
に
難
病
医
療
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
９
日
㈪

　
　
　
　
14
時
〜
16
時

　
　
　 

（
受
付
13
時
30
分
〜
）

▽
会
場
　
島
根
県
出
雲
合
同
庁
舎

　
７
階
７
０
２
会
議
室（
出
雲
市
）

※
　
県
央
保
健
所
で
も
オ
ン
ラ
イ

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
０
８
５
５
‐
28
‐
３
５
６
０
）

福
祉
の
お
仕
事
を
知
り
た
い
人
あ

つ
ま
れ
！

　
福
祉
や
保
育
の
仕
事
に
関
わ
る

団
体
・
事
業
所
が
福
祉
の
魅
力
を

発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。現
場
で

働
く
職
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
福
祉
を
学
ぶ
学
生
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
。
見
て
、
感
じ
て
、
体
験
し

て
、
福
祉
っ
て
い
い
な
と
感
じ
ら

れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
　

　
12
月
13
日
㈰
　
11
時
〜
15
時

▽
会
場
　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
大
展

　
示
場
（
松
江
市
）

▽
参
加
費
　
無
料
（
予
約
不
要
）

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も

▽
内
容

〇
魅
力
発
見
ス
テ
ー
ジ

　
福
祉
を
学
ぶ
学
生
の
ス
テ
ー
ジ

　
発
表
・
福
祉
の
お
し
ご
と 

魅
力

　
発
見
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
・
そ
の
他

ホーム
ページ

ホーム
ページ

申

申

難
病
医
療
講
演
会

催
　
　
し

し
ま
ね
の
福
祉
・
保
育 

Ｊ
Ｏ
Ｂ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

建
設
業
の
退
職
金
な
ら
、

建
退
共
制
度

知
っ
て
く
だ
さ
い
里
親
養
育

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会



　
９
時
30
分
〜
（
１
席
25
人
　
40

　
分
刻
み
６
席
）

※
　
１
席
目
に
入
る
と
続
い
て
２

席
目
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
会
場
　
大
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー
和
室
・
会
議
室

▽
参
加
費
　
２
席
１
５
０
０
円

　
　
高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※
　
い
す
席
も
あ
り
ま
す
。

　
・
問
表
千
家
大
田
地
区
会
　
渡

辺
（
☎
０
９
０
‐
４
６
５
６
‐
８

３
０
９
）

　
水
族
館
の
仕
事
は
、
表
舞
台
は

華
や
か
で
も
、
裏
で
は
悲
喜
こ
も

ご
も
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
が
あ
り

ま
す
。

　
特
に
２
０
２
４
年
の
夏
、
ア
ク

ア
ス
で
実
際
に
取
り
組
ん
だ
１
頭

の
シ
ロ
イ
ル
カ
の
人
工
保
育
に

は
、
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
苦
労

や
涙
、
そ
れ
に
最
高
の
喜
び
が
あ

り
ま
し
た
。

　
動
物
管
理
監
・
獣
医
と
し
て
、

水
族
館
の
す
べ
て
の
生
き
物
が
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
る
日
々
の
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
17
日
㈫

　
　
　
　
13
時
〜
14
時
45
分

▽
会
場
　

　本
会
場

　
い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

　オ
ン
ラ
イ
ン
会
場

　
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か
県
内

　
数
か
所

※
　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
参
加
費
　
無
料

▽
講
師
　（
公
財
）
し
ま
ね
海
洋

　
館
海
獣
展
示
課
長
　
三
島
有
紀

　
さ
ん

　
・
問
く
に
び
き
学
園
（
島
根
県

社
会
福
祉
協
議
会
）

（
☎
０
８
５
２
‐
32
‐
５
９
８
１
）

　
島
根
県
の
国
際
交
流
事
業
「
２

０
２
６
北
東
ア
ジ
ア
交
流
の
翼
in

し
ま
ね
」
で
来
県
す
る
青
年
た
ち

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

　
 

電
熱
ペ
ン
を
使
っ
て
、
丸
太
に
好

き
な
絵
や
柄
を
描
い
て
み
よ
う

▽
日
時
　
11
月
14
日
㈯

　
　
　
　
10
時
〜
15
時

▽
会
場
　
北
三
瓶
ま
ち
づ
く
り
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー

▽
定
員
　
20
人
（
先
着
順
・
１
組

　
　
　
　
１
個
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
締
切
　
11
月
７
日
㈯

▽
お
楽
し
み
企
画

　
焼
き
た
て
の
焼
き
芋
・
ピ
ザ
を

　
無
料
振
る
舞
い
、
丸
太
・
フ
ィ

　
ン
ラ
ン
ド
ト
ー
チ
の
持
ち
帰
り

※
　
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※
　
昼
食
な
ど
は
、
各
自
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

※
　
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
銀
林
の
恵
み
森
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
　
事
務
局

伊
藤
（
☎
０
９
０
‐
６
４
０
２
‐

５
２
４
２
）

　
表
千
家
流
１
席
と
裏
千
家
流
１

席
、
薄
茶
席
２
席
を
設
け
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
22
日
㈰

▽
日
程
　
２
月
20
日
㈯

▽
対
象
　
２
人
以
上
で
お
住
ま
い

　
の
家
庭

▽
受
入
青
年
　
中
国
・
韓
国
の
18

　
歳
〜
30
歳
（
10
人
程
度
）

　
１
家
庭
に
つ
き
１
人
ま
た
は
２
人

▽
申
込
期
限
　
11
月
30
日
㈪

※
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
宿
泊
の
ご
提
供
は
不

要
で
す
。

▽
申
込
方
法
　
し
ま
ね
国
際
セ
ン

　
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い

問
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
‐
31
‐
５
０
５
６
）

　
忙
し
い
介
護
現
場
の
縁
の
下
の

力
持
ち
と
し
て
、
介
護
施
設
で
の

お
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人
に
、
働

く
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
介
護
補
助
ス
タ
ッ
フ
の

意
義
・
心
得
を
学
び
、
生
活
援
助

の
技
法
や
実
技
を
と
お
し
て
、
基

本
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
18
日
㈬
〜
20
日
㈮

　
　
　
　
10
時
〜
16
時

▽
会
場
　
パ
ル
メ
イ
ト
出
雲
（
出

　
　
　
　
雲
市
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
15
人

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

▽
申
込
方
法
　
電
話

▽
申
込
期
限
　
11
月
11
日
㈬

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

　「
し
ま
ね
で
暮
ら
す
」「
し
ま
ね

で
働
く
」
と
出
会
う
！
楽
し
い
企

業
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
県
内
約
２
０
０
社
の
企
業
が

大
集
合
！
私
服
参
加
Ｏ
Ｋ
！
仕
事

体
験
ブ
ー
ス
や
相
談・職
業
興
味
検

査
コ
ー
ナ
ー
や
大
抽
選
会
も
あ
り

ま
す
。県
内
学
校
や
県
外
か
ら
の
無

料
送
迎
バ
ス
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

☆
保
護
者
の
か
た
は
「
保
護
者
の

た
め
の
し
ま
ね
就
活
応
援
サ
イ

ト
」会
員
登
録
も
お
ス
ス
メ
で
す
。

▽
日
時
　
12
月
27
日
㈰

　
　
　
　
10
時
30
分
〜
16
時
30
分

▽
会
場
　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
大
展

　
示
場
・
小
ホ
ー
ル
（
松
江
市
）
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募
　
　集

ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン
グ
体
験
会

第
12
回
大
田
市
民
茶
会

く
に
び
き
学
園
公
開
講
座

ア
ク
ア
ス
裏
話

〜
シ
ロ
イ
ル
カ
の
人
工
保
育
〜

ホーム
ページ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
募
集

ホーム
ページ

介
護
施
設
で
の

補
助
ス
タ
ッ
フ
育
成
講
習

「
し
ま
ね
ジ
ャ
ン
ボ
企
業
博
」

参
加
者
募
集
！

申

申

申

申



　
０
０
０
円
程
度
、
そ
の
ほ
か
資

　
格
取
得
に
関
す
る
費
用

▽
対
象
　
求
職
者

▽
定
員
　
13
人

▽
申
込
方
法
　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
の
窓
口
で
相
談
の
う

　
え
、
入
校
願
を
提
出

▽
申
込
期
限
　
12
月
３
日
㈭

▽
入
校
検
定
日
　
12
月
８
日
㈫

▽
検
定
会
場
　
江
津
市
桜
江
総
合

　
セ
ン
タ
ー
４
階
４
０
１
会
議
室

▽
選
抜
方
法
　
面
接
試
験
お
よ
び

　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
）

▽
合
格
発
表
　
12
月
11
日
㈮

　
・
問
県
立
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
‐
22
‐
２
４
５
０
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
エ
ク
セ
ル
応
用
）

　
い
ろ
い
ろ
な
関
数
・
複
合
グ
ラ

フ
の
作
成
・
一
歩
進
ん
だ
使
い
方

な
ど
。

▽
期
間
　
12
月
４
日
〜
12
月
25
日

　
の
間
の
㈪
・
㈬
・
㈮

　
19
時
〜
21
時

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費
　
１
万
３
０
０
０
円

▽
対
象
　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作

　
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
方
法
　
電
話
・
メ
ー
ル
・

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
来
所

▽
申
込
期
限
　
11
月
27
日
㈮

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

▽
日
時
　
11
月
７
日
㈯

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
研
修
室
１

▽
参
加
費
　
無
料

▽
演
題
　

　「
今
な
ぜ
、
竹
島
問
題
か
」

▽
講
師
　
下
條
正
男
さ
ん
（
島
根

　
県
立
大
学
客
員
教
授
、
拓
殖
大

　
学
名
誉
教
授
）

▽
定
員
　
40
人

▽
申
込
方
法
　
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

　
し
ま
ね
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

　
・
問
島
根
県
総
務
部
総
務
課
　

竹
島
資
料
室

（
☎
０
８
５
２
‐
22
‐
５
６
６
９
）

▽
対
象
　
大
学
な
ど
に
在
学
中
の

　
学
生（
全
学
年
）、既
卒
３
年
以

　
内
の
人
、
若
年
・
一
般
求
職
者
、

　
保
護
者
な
ど

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
が
、

当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

　
・
問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

（
☎
０
１
２
０
‐
67
‐
４
５
１
０
）

　
初
心
者
を
対
象
に
一
般
事
務
に

必
要
な
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
文
書
作
成
・
表
計
算
な
ど
）
の

実
践
的
知
識
、
技
能
の
習
得
を
目

指
し
ま
す
。
併
せ
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
な
ど
職
業
人
と
し
て
求
め
ら
れ

る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
と
危
険

性
、
リ
ス
ク
お
よ
び
管
理
方
法
を

学
び
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
対
応
で
き
る

人
材
を
育
成
し
ま
す
。

▽
期
間
　
令
和
８
年
12
月
17
日
㈭

　
〜
令
和
９
年
３
月
16
日
㈫

▽
会
場
　
江
津
市
桜
江
総
合
セ
ン

　
タ
ー
（
江
津
市
）

▽
参
加
費
　
テ
キ
ス
ト
代
１
万
４
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パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
コ
ー
ス

（
江
津
）

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
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ページ
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竹
島
問
題
を
考
え
る
講
座

申

申

申 申

しまね電子申請
サービス

営業時間
10:00~18:00
日曜定休日

詳しくは
コチラ！

島根県最低賃金は令和８年10月10日㈯から

時間額　1,092円
「最低賃金制度」は、
働くすべての人に
賃金の最低額（最低賃金）を
保障する制度です！

問島根労働局労働基準部賃金室（☎0852‐31‐1158）

ふるさと納税
体験型返礼品事業者募集！
ふるさと納税
体験型返礼品事業者募集！
ふるさと納税
体験型返礼品事業者募集！

　市ではふるさと納税の体験型返礼品事業者を
募集しています。
　体験型返礼品とは「モノ」ではなく宿泊や
食事、アクティビティ（制作体験・ガイドツ
アー・イベント参加権など）の体験を受け取る
ことができる返礼品のことです。
　返礼品事業者になりたいかたはもちろん、
興味はあるが返礼品にできるか分からないかた
もぜひお気軽にお問い合わせください。

問政策企画課（☎0854‐83‐8029）



木村司法書士事務所
司法書士　木 村 修 也

不動産（相続、売買、贈与他）商業登記他不動産（相続、売買、贈与他）商業登記他

相続登記はお済みですか!?
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　秋の全国火災予防運動が11月9日から11月15日まで全国一斉に実施され
ます。
　この時期は空気が乾燥し、火災が起こりやすいため、屋内・屋外を問わ
ず火の取り扱いには十分注意しましょう。

　住宅用火災警報器は、火災の発生をいち早く知らせ、避難
や初期消火につなげる大切な機器です。「設置しているから
安心」ではなく、定期的な点検をお願いします。
 ・ボタンを押す、ヒモを引くなどして正常に作動するか確認。
・ホコリが付いていないか確認。
・設置から10年を目安に本体の交換をしましょう。

・地震による火災の中には、停電から電気が復旧した際に
　発生する火災もあります。
・感震ブレーカーは地震を感知すると電気を自動的に遮断
　し、電気火災のリスクを低減するものです。
・地震はいつ起こるか分かりません。今のうちから、地震
　火災への備えも考えてみましょう。
 　コンロ、ストーブ、たばこなど、身近なところに火災の危険が潜んでい
ます。

 
　住宅用火災警報器や感震ブレーカーの設置について何か不明な点があり
ましたらお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　 　　　　問消防本部予防課（☎0854‐82‐0650）

ごみの持ち込み

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋

17日
17日
17日

持ち込み場所
▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　平日は持ち込みできません。

 　 
持ち込み時間

【月～金】（祝日を除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時

【第１・第３日曜日】　１日・15日　
一般家庭のみ
８時30分～11時30分

22

11月不燃ごみの収集日

日日４
６
12
９
13
11
10
５
２
10
５

火の確認　いい日を支える　いい習慣
18
20
26
30
27
25
24
19
16
24
19

住宅用火災警報器で「早く気付く」
感震ブレーカーで「地震火災に備える」
そして、一人ひとりの心掛けで「火災を防ぐ」
この秋、家族みんなで火災予防について考えてみませんか？

～住宅用火災警報器を設置・確認しましょう～

～感震ブレーカーで地震火災を防ぎましょう～



　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　10月28日㈬、29日㈭、30日㈮
　11月26日㈭、27日㈮、30日㈪

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
市県民税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

11月２日
３期
４期
４期

11月30日
－

５期
５期

期限内に納付をお願いします税・保険料

６日㈮　９時～12時 仁万まちづくりセンター
行政相談

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

20日㈮　10時～16時 大田市人権センター
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
13日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田
　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

申
申

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）

こころの健康相談（要予約）
６日㈮ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）
県央保健所17日㈫ ９時30分～11時

申

生活相談

ふくし
よろず
相　談

月～金　９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577
祝日・年末年始を除く

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

広報おおだ　Ｒ8（2026）10.22

　・問大田市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）申

浜保6ね第1号

司法書士
相　　談

10日㈫ 
10時～12時

相続問題、不動産に関す
ることなど（来所）
要予約・無料

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

６日・13日・20日・
27日（いずれも金）
10時～15時40分

法的問題・法的手続きな
ど（来所）
要予約・原則無料
３回目の継続相談から有料

23

11月の相談
年金相談（要予約）

市役所４階大講堂10日㈫　10時～15時
26日㈭　10時～15時

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

10日㈫　９時～15時
予約締切　11月２日㈪　16時 市役所３階第２会議室（小）

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

申

申

13日㈮ 19時～20時30分

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
７日㈯ 10時～11時30分 大田まちづくりセンター

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）

福祉のお仕事相談会
25日㈬ 13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

全国ギャンブル依存症家族の会島根
１日㈰ 13時30分～15時30分 いきいきプラザ島根

移動ナースバンク（要予約）

申　・問ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
看護補助者（資格不問）もご相談に応じます。

25日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

難病相談

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）
オンライン相談も可能

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分一般相談

就労相談
（要予約）

11日㈬ 
13時30分～15時30分

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9844）申

問全国ギャンブル依存症家族の会島根（☎090‐7372‐2025）
参加費1000円　予約不要

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時
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■　現在大田市に住民票のある対象者には
　　住所地へ、就職・進学などで現在大田
　　市に住民票のない対象者には実家へ
　　案内状兼入場券を11月上旬頃にお送り
　　します。
■　入場者の把握のため、入場券をお持ち
　　ください。入場券がない人は、当日、
　　受付に申し出てください。

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

問社会教育課（☎0854‐83‐8125）

《市ホームページ》（注）　
「一般コース」は有料です。
「自治体コース」をお選び
ください。

【対象者】18歳以上の大田市民または在勤者
【利用料】無料（通信料は利用者負担）

・秩序のある行動、ふるまいを心がけて
　ください。
・式典には、手話通訳・要約筆記があり
　ます。
・予定が変更になる事があります。ホー
　ムページで最新の情報をご確認くだ
　さい。

《市ホームページ》

お願い

大田市が健康アプリをはじめました！

アプリダウンロードは
こちらから☟

令和８年大田市二十歳のつどい（アトラクション風景）

【日時】令和９年１月４日㈪
　　　　受付　　　　　10時～
　　　　アトラクション10時30分～
　　　　式典　　　　　11時～
【場所】大田市民会館　大ホール
【対象者】平成18年４月２日から
　　　　　平成19年４月１日の間に
　　　　　生まれた人

　市では、市民の皆さんの健康づくりを応援する、健康アプリを始めました。
　毎日の歩数に応じてポイントが貯まるほか、健康づくりにつながる活動でも
ポイントを獲得できます。1,000ポイント以上ためて抽選に応募すると、1,000円
分のデジタルギフトをプレゼント！（※　ただし、大田市民に限ります。）
　また、最大５人でチームを作って、お互いに励まし合いながら取り組むことも
できます。一人では続かない人も、家族や友人、職場の仲間と一緒なら楽しく続け
られます。アプリをきっかけに、無理なく楽しく健康づくりを始めてみませんか？
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

～令和９年大田市二十歳のつどい～


